本 犬の 番犬に 適して いると ころであろう。 但し、 よく 

吠える 点で は 番犬に 適する けれども、 真の 敵と 闘う 力 

や 勇気の 点で は 疑わしい。 どうも 日本犬と いう もの は 

実質的に は 凡そ 番犬に 適しない。 むしろ 狩に 用いた 方 

が やや 効能が あるの ではない か。 私はバ クゼ ン とそう 

考える ようにな つ た。 

★ 

私が - J のように 日本犬に つ い て 悲観的な 考え を 持 つ 

ようにな つたの も チヤ チな 日本犬 を 飼った せいだ。 日 



本 犬の 中に も 外国 種に 負けない 犬が いるか も 知れぬ、 

という こと は 私の 長い 疑いで ぁリ、 希望で もあった。 

こう 疑って 然るべき 理由が ハツ キリ 存在す るので あ 

る。 

皆さんが 犬屋で 日本犬の 仔犬 を もとめる 場合に、 こ 

れは何 犬です か、 とお 訊きに なると、 たいがい 犬屋 は、 

「秋田犬です」 

と 胸 を そらして 答える のが 普通で ある。 こうして ムマ 

では 日本犬と いえば、 大半が 秋田犬。 東京に は 秋田犬 

が ウジ ャ /\ いる ことにな つてい ます。 そして 秋田犬 

にも 小型、 中型、 大型と 三種 ある ことにな つてお り、 



養成した 鍊士だ つたので ある。 

しかし、 着いた トタンに 当地の 印象い かがと は 気の 

早い 記者が いるもの だ。 その 暗 さや 侘し さが フル サト 

の 町に 似た 秋 田 は 切ない ばかりで、 わずかば かりの 美 

しさ も、 わずかば かりの 爽か さも、 私の 眼に は 映らな 

ヽ 

レ 

けれども 私 は 秋 田 を 悪く 云う - J とが で きな いのです。 

なぜなら、 むかし 私が 好きだった 一人の 婦人が、 ここ 

で 生れた 人だった から。 秋田巿 ではなく、 横手 巿だ。 

けれども 秋田県の 全体が、 あそこ も、 ここ も、 みんな 

あの人 を 育てた 風土の ようにし か 思われない。 すべて 



と を ひそかに 考えて みる ことな ど を 愉しんだ ので ある _ 

街へ 散歩に でたら、 百貨店の 飾り窓に 甚 しく 私の 気 

に 入った ステッキ があった。 秋 田 産の カバ ハリ という 

ステッキだった。 その 店内に たった 一本 ある だけの ス 

テッキで もあった。 すべて それらの ことが なんとなく 

私 を 満足 させ、 落 付かせた。 

秋田巿 では 別に 目的 もない ので、 なんとなく 本屋 だ 

の 裏町 だの を ブラ ブラ 歩いた だけで ある。 旅館 で 食べ 

た ショッ ツル 鍋が、 さすがに 東京の 秋 田 料理屋で 食べ 

る ものよりも 美味であった。 そして、 地酒もう まかつ 

たが、 腹 を こわして いたので、 舌に のせて ころがす 程 



と ， J ろが 秋田犬 は 自転車 で は 散歩 さ せる ことができ 

ない。 秋田犬 同志で 出会う とケン 力す る 怖れが あるか 

ら綱を 握って 自転車に のらなければ ならぬ。 ところが 

電信柱の ところで チヨ ィと 立ち どま つ て 片足 を あげて 

小便す るた び、 奴メは 静かに 立 止った ッ モリで も、 綱 

を 握って いる 自転車 上の 人物 は、 ズデン ドウと モンド 

リぅッ てひッ くり 返る ので ある。 

ホン モノの 秋田犬の 五分の 一 も あるな しの ゥチ のチ 

ンピラ 日本犬で も、 ュ ダンして いると、 電信柱の とこ 

ろで、 ひッ くり 返されて しまう。 小さくても バカカ だ 

けは大 そうな もので、 ホン モノの 秋田犬と きて は、 ど 



ィ なので ある。 

かの 善良に して 愛情の 深い 静かな 秋田犬 保存 会長に 

は 相 済まない が、 どうも 私自身の 性分と して、 あなた 

の 愛する 秋田犬に あなたから 見れば まるで 正しい 理解 

を 持つ ことので きない 私が フシ ギで 信じが たいこと か 

も 知れません が、 性分 は 仕方がな いし 性分 だけ は ハツ 

キリ 申し上げて おかざる を 得ません。 善良な あなたに 

よせる 私の 友情から も 偽らずに 申し上げざる を 得な い 

のです。 秋 田へ 出が けに 念 を 押した 女房 も、 すでに 私 

と同じように 性分 的な カンが 働いて いたよう です。 

モッと 俗な こと を 申 上げる と、 電信： Itt に 片足 あげて 小 
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